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順位 氏名（議席） 発 言 の 要 旨 答 弁 者 

１１ 吉川 隆之（２） １．大規模災害における身近な避難所の設置と運営について 

新型コロナウイルス感染症が一刻も早く終息することを願

う中、台風・大雨が全国各地に大規模な被害をもたらしまし

た。富士山噴火、大震災などもいつ起きてもおかしくないと

の報道を聞きます。 

災害発生時には、災害対策基本法に基づき、様々な局面に

応じて国と地方公共団体の責任が明確化されています。そし

て地域防災計画では、多様な災害発生に備え地域防災マニュ

アルや避難所運営マニュアル等を整備することになっていま

す。 

昨今、全国各地で大規模な災害が発生している現状を考え

ると、富士市においても、避難所での一定期間の生活が現実

的な問題となっています。 

そのときに避難所運営をどうするのか、いろいろな不安を

感じる方も多いのではないかと考えます。 

以下、課題として突きつけられている新型コロナウイルス

感染症対策も踏まえ、避難所について４点質問いたします。

 (1) 阪神・淡路大震災、東日本大震災などの過去の災害では、

多くの女性たちが不安やストレスを抱えての避難所生活を

強いられてきたと聞きます。具体的には、下着類を干す場

所、授乳の場所がない、子供の泣き声で迷惑をかけている

のではないか、身だしなみを整える場所がないなどがあり

ます。富士市において避難所生活における女性への配慮は

どのようにマニュアル化されているのかをお聞かせくださ

い。 

(2) 市では、指定避難所を小中学校などを主軸に53か所を町

内会（区）ごとに指定しています。しかし、地震災害の場

合においては、建物の安全性を確認してからの開設となり

ますので、すぐに建物の中に入れるわけではありません。

市ウェブサイトでは、「まずは、家族や地域での安否確認や

救出救護活動（自主防災活動）にあたってください。また、

自宅で継続生活が可能な方は、指定避難所に行く必要はあ

りませんので、どうすれば指定避難所で生活を送らなくて

も済むかと言う視点で対策（自宅の耐震対策、備蓄食料等）

を進めることも大切です。」となっておりますが、１人で生

活されている高齢者や、避難所まで遠い方などは容易に避

難できません。津波の脅威を突きつけた東日本大震災以降、

富士市でも沿岸部を中心に津波避難タワーの設置だけでな

く３階以上の堅牢なビルの所有者に協力を要請して津波避

難ビルの指定に乗り出していますが、台風などにおいて、

民間の建物に、一時的に緊急避難所として活用することも

検討、協力を要請してはどうでしょうか。 

(3) 富士市ホテル旅館業組合との災害時における支援協力に

関する協定について 

平成31年４月12日に締結しておりますが、実際、有事の
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順位 氏名（議席） 発 言 の 要 旨 答 弁 者 

１１ 吉川 隆之（２） 際、どのように協力を依頼されるのか伺います。 

(4) 災害時備蓄飲料水の再利用について 

長期間保存がきく飲料水は保存期間終了後どうされてい

るのか伺います。 
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